
事業主にハラスメント防止措置を講じることが義務付けられ、労災認定基準にセクシュアルハ

ラスメントやパワーハラスメントが明示されるなど、職場におけるハラスメントは、すでに

「当人同士の人間関係のもつれ」ではすまされない時代です。

一方で、ハラスメントを恐れるあまり、必要な指導や注意ができないという管理職の悩みも増

えています。現代のリーダーには、ハラスメントを「しない、させない、見て見ぬふりをしな

い」だけでなく、部下との信頼関係を築きながら適切な指導を行うマネジメント力が求められ

ています。

本セミナーでは、コンプライアンスや労働基準法、労働契約法の基礎知識に加え、ハラスメン

トの知識や最新動向、ハラスメントが起こる背景や認知のしくみについて学びます。法的知識

や事例から取るべきアクションを理解し、伝え方の工夫を通じてハラスメントのグレーゾーン

を防ぎながら、信頼関係に基づく部下指導と職場づくりの実践につなげます。

ワークショップや受講者同士の交流を交えながら、実践的に学べる参加型セミナーです。

会 場日 時

LikeU社労士事務所 代表
社会保険労務士
キャリアコンサルタント

講 師対 象

お申込方法

参加費

賛助会員企業 ２９，７００円
（本体価格27,000円 消費税2,700円）

未会員企業 ４１，８００円

（本体価格38,000円 消費税3,800円）



公益財団法人九州生産性本部

講 座 内 容

１オープニング、オリエンテーション【含ワークショップ】
・人生100年時代をリーダーのキャリア形成視点で考える

２コンプライアンスを取り巻く環境の変化【含ワークショップ】
・コンプライアンスを取り巻く状況とリーダーの心構え
・組織で働くうえで知っておきたい労働契約と労働法

３ハラスメントの基礎知識と最近の傾向【含ワークショップ】
・ハラスメントが個人と組織に及ぼす影響を知る
・ハラスメントの基礎知識と最近の傾向（法律上の種類と定義、判例、労災基準等）

４ハラスメントと誤解されないためにリーダーとしてどう対応するか【含ワークショップ】
・ハラスメントが起きる背景と構造を知る
・現代のリーダーが知っておきたい「褒め方」「叱り方」
・明日から現場で使える「言い換え」
・現代のリーダーが知っておきたいメンタルヘルス対策

５まとめ、クロージング【含ワークショップ】
・気づきを生かし今後のアクションプランを策定する

※グループ討議の時間を充実させるため、今後のカリキュラム調整の過程において、
一部講座内容を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

公益財団法人九州生産性本部 担当：池野 (421)
〒810-0004 福岡市中央区渡辺通2-1-82 電気ビル共創館6階
TEL：092-771-6481 FAX：092-771-6490
https://qpc.or.jp/

当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りし
ております。今後、このような経営・教育等の講座内容が一切不要な場合は、
左記に記載の担当者または当本部お客様相談窓口までご連絡ください。

講師紹介

LikeU社労士事務所 代表

社会保険労務士

キャリアコンサルタント

⿅児島市⽣まれ。⿅児島⼤学法⽂学部法学科卒業。⼤学卒業後、⼀般企業に勤務し、管理
職も経験。40歳で社会保険労務⼠の世界へ。2017年⿅児島県社会保険労務⼠会登録、2021
年独⽴開業、2024年国家資格キャリアコンサルタント取得.企業や団体、労働者からの労
働相談を受けるなかで、ハラスメント相談やハラスメントを契機とする労務トラブル事案
に数多く関わる。労働相談を受けるなかで、ハラスメント防⽌は法律で定められた措置義
務だけでは実現できないと実感。⼤切なのは「現場での⼀つひとつの関わり⽅」だと強く
感じ、研修講師活動を開始。
その後、国家資格キャリアコンサルタントも取得し、「⼤⼈になるのが楽しみになる社会
をつくる」意図で、ハード・ソフトの両⾯から「働く」「⽣きる」を⽀える専⾨家として
活動している。働く皆さんが安⼼して⼒を発揮できる職場づくりのため、“現場で役⽴つ
気づきと⾏動”につながる研修を展開している。

■研修講師実績■ 酒造メーカー、社会福祉法⼈、総合商社、製造業、娯楽業、建設業、
海運業、医療業等

重 久 亜希子 氏

お問合せ
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